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雨 水 排 水 計 画 書

雨水処理の方法
	事業区域外への放流
□ 放流する　　□ 放流しない（事業区域内で浸透・貯留する）
道路側溝、水路その他の事業区域外にある排水施設へ接続する場合は、「放流する」を選択すること。

	立水栓の設置
□ 設置する　　□ 設置しない
立水栓からの排水は、雨水排水施設又は下水道施設に接続せず、立水栓専用の独立浸透桝に接続すること。

	浸透桝の設置
浸透桝の内径［　　　］cm／浸透桝の深さ［　　　］cm／設置数［　　　］基／浸透桝の蓋穴　□ 有　□ 無
事業区域外の排水施設へ接続する場合は、蓋穴を「無」とすること。

	その他
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］



	計画上の注意事項

	【事業区域外への接続の原則】
雨水排水施設は、原則として、排水路その他の事業区域外の排水施設に接続すること。 
ただし、自己居住の専用住宅又は区域面積1,000㎡未満の自己業務用の建築物で、事業区域外への接続が困難であり、かつ、周辺に被害が生じるおそれがない場合は、この限りでない。

	【添付図面】
雨水排水施設の構造図を添付すること。

	【崖からの離隔】
雨水浸透施設は、原則として、高さ2mを超える崖の法肩及び法尻から、それぞれ当該崖の高さの2倍以上の距離を確保して設置すること。

	【適用基準】
「開発事業における雨水排水施設整備基準」に基づき計画すること。



	  雨水排水施設整備基準


	対象：自己居住の専用住宅又は区域面積500㎡未満の開発行為等

	浸透桝の規格
	内径30cm以上、かつ、深さ50cm以上の浸透桝（同等品を含む）。

	設置数
	事業区域面積100㎡当たり1基以上、かつ、合計4基以上設置すること。

	離隔距離
	隣地境界線及び工作物から、それぞれ50cm以上離して設置すること。なお、排水施設計画平面図に離隔距離を記載すること。

	代替措置
	浸透桝の設置が適当でない場合は、浸透桝1基につき、容量100L以上の貯留タンクに代えることができる。






